
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































枝   
和
歌
山
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
延
枝
の
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
卒
業
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
七
月
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
婚
姻
に
よ
り
金
子
と
改
姓
し
女
子
高
等
師
範
學
校
助
教
諭
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』【
四
】
に
よ
る
と
、
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
女
児
小
学
校
訓
導
の
明
治
一
六
年
〜
一
七
年
の
欄
に
は
「
宇
佐
美
4
4
4
延
枝
」
と
旧
姓
で
表
記
さ
れ
て
お
り
【
五
】、
双
方
の
指
摘
は
相
矛
盾
す
る
。
こ
れ
ら
相
異
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
延
枝
の
結
婚
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
の
判
断
は
難
し
い
が
、
①
「
金
子
延
枝
」
と
表
記
し
た
『
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
一
覽
』
は
、
明
治
四
五
〜
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
。
②
「
宇
佐
美
延
枝
」
と
表
記
す
る
『
改
正
官
員
録
』
は
、
一
八
八
三
〜
四
年
の
刊
行
で
あ
る
と
い
う
二
点
か
ら
、『
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
一
覽
』
は
、
明
治
一
三
年
の
記
載
に
改
姓
後
の
氏
名
を
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
後
彼
女
の
氏
名
は
明
治
一
八
年
の
名
簿
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
國
柱
新
聞
』
所
載
の
弔
詞
に
も
「
東
山
金
子
彌
平
先
生
ニ
配
セ
ラ
ル
ル
ヤ
貞
淑
溫
良
仁
雅
ノ
譽
一
門
ニ
高
カ
リ
シ
ガ
計
ラ
ザ
リ
キ
宿
痾
遽
ニ
發
シ
」
と
あ
る
ほ
か
、
延
枝
の
翻
訳
『
抱ほう
甕おう
文ぶん
庫こ
』（
哲
学
書
院
）
自
序
【
六
】
に
も
、「
去
る
四
年
前
よ
り
、
醫
生
の
慫
慂
に
任
せ
久
し
き
に
亙
れ
る
妾
が
身
の
病
痾
を
養
は
ん
と
て
、
帝
都
を
距
る
程
遠
き
片
田
舍
に
引
籠
り
し
」
と
あ
る
通
り
、
延
枝
の
発
病
と
入
院
に
伴
う
転
居
が
退
職
の
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
延
枝
に
よ
る
翻
訳
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
拙
稿
で
は
こ
れ
ま
で
彼
女
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
①
『
抱
甕
文
庫　
第
壱
篇
』
の
刊
行
（
一
八
九
八
年
六
月
）
そ
し
て
、②
『
讀
賣
新
聞
』
紙
上
の
「
花
仙
」
連
載
（
一
八
九
八
年
七
月
）
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、そ
の
後
、③
博
文
館
出
版
の
純
文
学
誌
『
文
藝
倶
樂
部
』
所
載
の「
女
秀
才
」（
一
八
九
九
年
一
月
）及
び「
唐
伯
虎
」（
一
八
九
九
年
一
〇
月
）
が
確
認
で
き
た
。
前
稿
で
紹
介
し
た
「
抱
甕
文
庫
自
序
」
に
も
あ
る
通
り
、
延
枝
は
『
抱
甕
文
庫　
第
弐
篇
』
の
刊
行
に
向
け
て
八
篇
の
翻
訳
が
完
了
し
て
い
た
が
、
現
時
点
の
調
査
で
は
『
抱
甕
文
庫
』
続
編
刊
行
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
恐
ら
く
は
出
版
用
に
準
備
し
て
い
た
翻
訳
の
一
篇
が
『
讀
賣
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
、
二
76（23）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
八
号
篇
が
『
文
藝
倶
樂
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
論
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
延
枝
の
翻
訳
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
節
で
分
析
を
試
み
た
い
。二
・
宇
佐
美
延
枝
「
唐
伯
虎
」
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
『
文
藝
倶
樂
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
延
枝
の
「
唐
伯
虎
」
は
、『
警
世
通
言
』
巻
二
六
「
唐
解
元
一
笑
姻
緣
」
の
訳
本
で
あ
る
。
し
か
し
発
表
当
時
は
尾
張
徳
川
家
蓬ほう
左さ
文
庫
蔵
『
警
世
通
言
』
四
〇
巻
本
が
未
発
見
【
七
】
で
あ
り
、
延
枝
が
翻
訳
の
原
本
に
使
用
し
た
の
は
『
警
世
通
言
』
を
含
む
「
三
言
」
の
選
集
版
で
あ
る
『
今
古
竒
觀
』
巻
三
三
で
あ
る
。
な
お
、『
警
世
通
言
』
巻
二
六
と
『
今
古
竒
觀
』
巻
三
三
と
の
間
に
は
わ
ず
か
な
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
左
掲
引
用
箇
所
の
原
文
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
本
篇
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
明
の
唐とう
寅いん
は
豊
か
な
学
識
才
能
を
も
っ
て
い
た
が
、
放
浪
不
羈
、
軽
世
傲
物
の
性
格
の
た
め
、
科
第
で
き
ぬ
ま
ま
功
名
を
あ
き
ら
め
、
詩
酒
に
日
を
送
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
蘇
州
の
徴
し
ょ
う
門
で
、
す
れ
ち
が
っ
た
船
の
腰
元
が
彼
を
見
つ
め
て
ほ
ほ
え
ん
だ
。
唐
寅
は
そ
の
美
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
船
が
無
錫
の
華
学
士
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
る
と
、
そ
の
ま
ま
華
府
を
訪
ね
、
身
分
を
い
つ
わ
り
、
使
用
人
と
な
っ
て
住
み
込
ん
だ
。
や
が
て
華
学
士
の
信
用
を
得
、
妻
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
腰
元
の
秋
香
を
所
望
し
て
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
数
日
後
、
秋
香
を
伴
っ
て
ひ
そ
か
に
自
宅
に
も
ど
っ
た
。
一
年
後
、
蘇
州
で
再
会
し
た
華
学
士
に
、
唐
寅
は
は
じ
め
て
真
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
以
後
、
両
家
は
親
戚
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
【
八
】。
ま
ず
「
唐
解
元
一
笑
姻
緣
」
の
冒
頭
部
分
を
掲
げ
、
そ
の
翻
訳
情
況
の
分
析
を
行
い
た
い
。
本
篇
の
主
人
公
で
あ
る
唐
寅
は
、
類
い
希
な
才
能
を
持
つ
人
物
で
、
俗
世
の
こ
と
を
軽
蔑
す
る
性
格
で
あ
っ
た
。
文
名
を
あ
げ
る
と
と
も
に
周
辺
の
人
々
は
彼
に
こ
ぞ
っ
て
交
際
を
求
め
た
と
い
う
場
面
を
紹
介
す
る
。
原
文
で
は
、
　
伯
虎
會
試
至
京
、
文
名
益
著
、
公
卿
皆
折
節
下
交
、
以
識
面
爲
榮
。（
１
）
有
程
詹
事
典
試
、
頗
開
私
徑
賣
題
、
恐
人
議
論
、
欲
訪
一
才
名
素
著
者
爲
榜
首
、
壓
服
衆
心
、
得
唐
寅
甚
喜
、
許
以
會
元
。（
２
）
伯
虎
性
素
坦
率
、
酒
中
便
向
人
誇
說
『
今
年
我
定
做
會
元
了
。』
衆
人
已
聞
程
詹
事
有
私
、
又
忌
伯
虎
之
才
、鬨
傳
主
司
不
公
。
言
官
風
聞
動
本
。
聖
旨
不
許
程
詹
事
閱
卷
、
（
３
）
與
唐
寅
俱
下
詔
獄
、
問
革
。（
４
）
伯
虎
還
鄉
、
絕
意
功
名
、
益
放
浪
詩
酒
、人
都
稱
爲
唐
解
元
。得
唐
解
元
詩
文
字
畫
、片
紙
尺
幅
、如
獲
重
寶
。
其
中
惟
畫
、
尤
其
得
意
。
平
日
心
中
喜
怒
哀
樂
、
都
寓
之
于
丹
青
。（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
）
と
あ
る
箇
所
を
、
延
枝
は
次
の
通
り
訳
し
て
い
る
。
さ
て
も
伯はく
虎こ
は
解かい
元げん
と
爲な
り
て
後のち
、
進しん
士し
の
考かう
試し
に
參さん
せ
ん
と
て
京けい
師し
に
上のぼ
り
け
る
が
、文ぶん
名めい
益ます
々ます
著あら
は
れ
、在ざい
京けう
の
公こう
卿けい
等ら
皆みな
節せつ
を
折おつ
て
交
ま
じ
は
りを
求もと
め
、
其その
面めん
を
識し
る
を
も
て
此こ
上よ
な
き
榮ゑい
譽よ
と
ぞ
爲な
す
に
至いた
る
、（
１
）
其その
時ご
考かう
試し
を
司
つ
か
さ
どる
官
く
わ
ん
人にん
中ちう
に
、
詹せん
事じ
の
職しよく
に
在あ
る
程てい
某ぼう
と
云い
ふ
人にん
あ
り
、
私ひそか
に
賄わゐ
賂ろ
な
ど
收おさ
め
て
試し
題だい
を
賣う
り
け
る
が
、
世せ
人じん
の
議ぎ
論ろん
を
恐おそ
れ
て
、
誰たれ
な
り
一
人にん
才さい
名めい
の
素もと
よ
り
著あらわ
れ
居を
る
者もの
を
得え
て
、
榜ぼう
示し
の
第だい
一いち
位ゐ
と
爲な
し
、
人ひと
々びと
（24）75
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
の
攻こう
擊げき
心しん
を
壓あつ
服ぷく
せ
ん
も
の
と
思おも
ひ
し
か
ば
、
伯はく
虎こ
の
才さい
名めい
を
聞ぶん
知ち
し
て
甚はな
はだ
喜よろこ
び
、（
２
）
遂つい
に
相あい
見み
て
這この
回たび
考かう
試し
の
第だい
一いち
位ゐ
た
る
會
く
わ
い
元げん
と
爲な
る
べ
し
な
ど
、
誇ほこ
り
顔がお
に
云い
ひ
け
る
事こと
あ
り
し
が
、
人ひと
々びと
は
已すで
に
程てい
詹せん
事じ
の
私
わ
た
く
し
あ
る
を
疑うたが
ひ
も
し
、
又また
伯はく
虎こ
が
才さい
の
勝すぐ
れ
た
る
を
忌い
み
も
し
け
れ
ば
、
彼ひ
此し
相あひ
傅つた
へ
て
主しゆ
任にん
試し
官くわ
んの
不ふ
公こう
平へい
を
唱とな
へ
道い
ふ
に
至いた
り
ぬ
。
這この
事こと
終つひ
に
天てん
子し
の
叡ゑい
聞ぶん
に
も
入い
り
て
、
程てい
詹せん
事じ
は
免めん
官くわ
んと
爲な
り
獄ごく
に
下くだ
さ
れ
、（
３
）
伯はく
虎こ
も
意い
外ぐわ
いな
る
奇き
禍くわ
に
罹かゝ
り
、
意い
を
官かん
途と
功こう
名みう
の
事こと
に
絶たち
て
、
故こ
郷けふ
吳ご
中ちう
に
歸かへ
り
け
り
。（
４
）
斯か
く
て
後のち
唐たふ
伯はく
虎こ
は
只ただ
詩し
酒しゆ
の
み
に
放はう
浪らう
し
て
、
い
と
磊らい
落らく
に
世よ
を
過すご
し
け
る
が
、
遠あち
近こち
の
人ひと
々びと
都すべ
て
伯はく
虎こ
を
稱しよう
し
て
唐たふ
解かい
元げん
と
爲な
し
、
其その
詩し
文ぶん
字じ
片へん
紙し
尺せき
幅ふく
を
得う
る
こ
と
あ
れ
ば
、
宛さ
な
が
ら
重ちう
寶はう
な
ど
獲え
た
る
が
如ごと
く
、
珍ちん
愛あい
し
て
措お
く
こ
と
な
し
、
其その
中うち
畫ぐわ
は
尤もつと
も
伯はく
虎こ
の
得とく
意い
と
す
る
所ところ
に
て
、
平へい
日じつ
心しん
中ちう
の
喜よろこ
び
怒いか
り
哀かなし
み
樂たのし
み
な
ど
、
大おお
概むね
こ
れ
を
丹たん
青せい
に
寓ぐう
し
て
寫うつ
し
出いだ
し
け
る
に
、
一いち
畫ぐわ
の
出いづ
る
毎ごと
に
人ひと
々びと
重ちよう
價か
を
惜おし
ま
ず
、
爭あらそふ
て
こ
れ
を
購あがなひ
求もと
め
け
る
と
な
り
。
ま
ず
傍
線
部
（
１
）「
有
程
詹
事
典
試
、
頗
開
私
徑
賣
題
、
恐
人
議
論
、
欲
訪
一
才
名
素
著
者
爲
榜
首
、壓
服
衆
心
」に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。こ
こ
は
傍
線
部（
１
）
の
前
に
あ
る
、
主
人
公
の
唐
伯
虎
（
唐
寅
）
は
会
試
受
験
の
た
め
に
上
京
し
た
が
、
そ
の
文
名
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
身
分
の
高
い
人
々
も
彼
に
へ
り
く
だ
り
交
際
を
求
め
、
面
識
を
得
る
だ
け
で
も
自
慢
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
、
と
い
う
説
明
を
受
け
て
の
箇
所
で
あ
る
。
該
当
箇
所
の
語
釈
で
は
あ
る
が「
程
詹
事（chéng 
zhān shì
）」
は
人
名
と
太
子
官
属
の
官
職
名
で
あ
り
、「
典
試
（diǎn shì
）」
も
、
書
面
語
で
試
験
に
関
す
る
実
務
を
司
る
役
人（
役
職
）の
意
味
で
あ
る
。
次
の「
頗
開
私
徑
賣
題
」
は
難
解
で
あ
る
。「
私
（sī
）」
は
「
こ
っ
そ
り
と
、
秘
密
裏
に
」
で
あ
り
、「
徑
（jìng
）」
は
「
思
う
ま
ま
に
、
遠
慮
せ
ず
に
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
程
詹
事
と
い
う
試
験
監
督
が
い
た
が
、
彼
は
密
か
に
試
験
問
題
を
売
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
私
」「
徑
」
の
語
釈
が
延
枝
の
翻
訳
水
準
を
測
る
試
金
石
と
な
ろ
う
。
ま
た
後
半
部
で
や
や
難
解
な
の
は
「
訪
（fǎng
）」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
（
人
に
尋
ね
て
）
探
し
求
め
る
の
意
味
、
ま
た
「
名
素
（m
íng sù
）」
は
書
面
語
で
あ
り
、「
有
名
で
人
望
の
あ
る
人
」
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
「
恐
人
議
論
、欲
訪
一
才
名
素
著
者
爲
榜
首
、壓
服
衆
心
」
は
、
世
論
を
恐
れ
て
彼
は
著
名
で
人
望
の
あ
る
才
人
を
首
席
に
探
し
求
め
、
人
々
の
心
を
圧
服
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
其
時
考
試
を
司
る
官
人
中
に
、
詹
事
の
職
に
在
る
程
某
と
云
ふ
人
あ
り
、
私
に
賄
賂
な
ど
收
め
て
試
題
を
賣
り
け
る
が
、
世
人
の
議
論
を
恐
れ
て
、
誰
な
り
一
人
才
名
の
素
よ
り
著
れ
居
る
者
を
得
て
、
榜
示
の
第
一
位
と
爲
し
、
人
々
の
攻
擊
心
を
壓
服
せ
ん
も
の
と
思
ひ
し
か
ば
」
と
訳
し
て
い
る
。
表
現
上
の
若
干
な
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
文
を
ほ
ぼ
正
確
に
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
翻
訳
水
準
を
測
る
試
金
石
と
指
摘
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
努
力
の
跡
は
う
か
が
え
る
も
の
の
「
頗4
開
私
徑4
賣
題
」
の
傍
点
箇
所
や
「
思
う
が
ま
ま
」
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
延
枝
は
看
過
し
た
の
で
は
な
く
、
解
釈
で
き
ず
訳
文
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
訳
者
に
よ
る
不
注
意
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
傍
線
部
（
２
）「
伯
虎
性
素
坦
率
、
酒
中
便
向
人
誇
說
『
今
年
我
定
做
會
元
了
』」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
は
伯
虎
の
性
格
と
、
そ
れ
に
起
因
し
た
彼
の
不
手
際
を
紹
介
し
た
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
坦
率
（tǎn shuài
）」
の
意
味
で
あ
る
「
正
直
で
あ
る
、
率
直
で
あ
る
こ
と
」
が
解
れ
ば
翻
訳
に
支
障
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
伯
虎
は
元
々
性
格
が
正
直
だ
っ
た
の
で
、
酒
の
席
で
人
々
に
向
か
っ
て
誇
ら
し
げ
に
『
今
年
の
会
元
は
私
に
決
ま
っ
た
』
と
言
っ
た
」
と
な
る
箇
所
で
あ
る
が
、
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「（
程
詹
事
は
伯
虎
の
才
名
を
聞
知
し
て
甚
だ
喜
び
）
遂
に
相
見
て
這
回
考
試
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る
會
元
と
爲
る
べ
し
な
ど
、
誇
り
顔
に
云
ひ
け
る
事
あ
り
し
が
」
と
訳
し
て
お
り
、
原
文
の
未
訳
や
原
文
内
容
の
取
り
違
え
が
見
ら
れ
る
。
原
文
に
沿
っ
て
確
認
す
る
と
、
①
程
詹
事
は
伯
虎
が
い
る
こ
と
に
喜
び
、
予
め
彼
を
首
席
合
格
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た
（
有
程
詹
事
…
…
得
唐
寅
甚
喜
、
許
以
會
元
）、
し
か
し
②
伯
虎
は
元
々
性
格
が
正
直
だ
っ
た
の
で
（
伯
虎
性
素
坦
率
）、
酒
の
席
で
人
々
に
向
か
っ
て
誇
ら
し
げ
に
『
今
年
の
会
元
は
私
に
決
ま
っ
た
』
と
言
っ
た
（
酒
中
便
向
人
誇
說
今
年
我
定
做
會
元
了
）
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
延
枝
は
、
程
詹
事
は
（
伯
虎
の
才
名
を
聞
い
て
喜
び
）『
今
年
の
首
席
合
格
は
決
ま
っ
た
』
と
誇
ら
し
げ
に
言
っ
た
と
訳
し
、
唐
伯
虎
の
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
程
詹
事
4
4
4
と
主
語
を
履
き
違
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
傍
線
部
（
２
）
に
あ
る
前
半
部
分
「
伯
虎
4
4
性
素
坦
率
、酒
中
便
向
人
（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
）」
で
、
主
語
が
程
詹
事
か
ら
伯
虎
へ
入
れ
替
わ
っ
た
箇
所
を
見
落
と
し
た
た
め
招
い
た
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
傍
線
部
（
３
）
に
あ
る
「
與
唐
寅
俱
下
詔
獄
、
問
革
（
唐
寅
と
と
も
に
詔
獄
に
収
監
さ
れ
た
う
え
官
位
を
剥
奪
さ
れ
た
）」
で
あ
る
が
、「
詔
獄
（zhào yù
）」
は
、刑
部
の
獄
吏
若
し
く
は
刑
部
の
獄
を
意
味
す
る
。「
問
革
（w
èn gé
）」
は
「
免
官
に
す
る
・
取
り
消
す
・
棒
に
振
る
」
と
い
う
動
詞
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
白
話
独
特
の
表
現
で
あ
り
、
白
話
小
説
を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
と
翻
訳
は
難
し
い
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
伯
虎
も
意
外
な
る
奇
禍
に
罹
り
、
意
を
官
途
功
名
の
事
に
絶
て
、
故
郷
吳
中
に
歸
り
け
り
」
と
訳
す
が
、
や
は
り
「
詔
獄
」
や
「
問
革
」
に
触
れ
ず
曖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
傍
線
部
（
４
）
に
あ
る
「
伯
虎
還
鄉
、
絕
意
功
名
、
益
放
浪
詩
酒
、
人
都
稱
爲
唐
解
元
。
得
唐
解
元
詩
文
字
畫
、片
紙
尺
幅
、如
獲
重
寶
。
其
中
惟
畫
、
尤
其
得
意
。
平
日
心
中
喜
怒
哀
樂
、
都
寓
之
于
丹
青
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
理
解
に
苦
し
む
箇
所
は
少
な
い
。
敢
え
て
言
え
ば
「
放
浪
（fàng làng
）」
は
「
放
縦
に
振
る
舞
う
、
勝
手
気
ま
ま
に
す
る
」
と
い
う
動
詞
、「
寓
（yù
）」
は
「
こ
と
よ
せ
る
、か
こ
つ
け
る
、遇
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
「
丹
青
（dān qīng
）」
は
優
れ
た
絵
、
絶
妙
な
絵
を
意
味
す
る
成
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、伯
虎
は
帰
郷
し
、功
名
の
望
み
を
断
ち
、ま
す
ま
す
詩
酒
に
浸
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
人
々
は
（
彼
を
）
唐
解
元
と
呼
び
、
解
元
の
詩
文
・
書
画
を
手
に
入
れ
る
と
、ど
ん
な
小
品
で
あ
ろ
う
と
、宝
物
を
手
に
入
れ
た
よ
う
に
喜
ん
だ
。
そ
の
中
で
も
（
彼
は
）
絵
が
最
も
得
意
で
あ
り
、
日
常
の
心
中
の
喜
怒
哀
楽
を
絵
筆
に
託
し
た
が
、
人
々
は
そ
れ
を
名
画
と
し
て
珍
重
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
三
点
を
把
握
す
れ
ば
訳
す
に
は
念
も
な
い
箇
所
で
あ
る
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
斯
く
て
後
唐
伯
虎
は
只
詩
酒
の
み
に
放
浪
4
4
し
て
、
い
と
磊
落
に
世
を
過
し
け
る
が
、
遠
近
の
人
々
都
て
伯
虎
を
稱
し
て
唐
解
元
と
爲
し
、
其
詩
文
字
片
紙
尺
幅
を
得
る
こ
と
あ
れ
ば
、
宛
な
が
ら
重
寶
な
ど
獲
た
る
が
如
く
、
珍
愛
し
て
措
く
こ
と
な
し
、
其
中
畫
は
尤
も
伯
虎
の
得
意
と
す
る
所
に
て
、
平
日
心
中
の
喜
び
怒
り
哀
み
樂
み
な
ど
、
大
概
こ
れ
を
丹
青
4
4
に
寓4
し
て
寫
し
出
し
け
る
に
、
一
畫
の
出
る
毎
に
人
々
重
價
を
惜
ま
ず
、
爭
ふ
て
こ
れ
を
購
ひ
求
め
け
る
と
な
り
」と
訳
し
て
お
り
、内
容
的
に
は
誤
り
は
少
な
い
。
た
だ
、
前
掲
の
難
解
語
句
の
箇
所
は
原
文
の
ま
ま
素
通
り
し
て
い
る
ほ
か
、「
珍
愛
し
て
措
く
こ
と
な
し
」
は
「
珍
愛
し
措
か
ざ
る
4
4
4
こ
と
な
し
」
の
よ
う
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
な
ど
、
や
や
不
注
意
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
作
品
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
も
若
干
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
結
末
近
く
に
あ
る
華
学
士
と
唐
寅
と
の
会
話
の
一
節
を
紹
介
し
た
い
。
　
丫
鬟
鋪
氈
、
小
娘
子
向
上
便
拜
。
學
士
還
禮
不
迭
。（
５
）
解
元
將
學
士
抱
住
、
不
要
他
還
禮
。
拜
了
四
拜
、
學
士
只
還
得
兩
個
揖
、
甚
不
過
意
。
　
拜
罷
、
解
元
携
小
娘
子
近
學
士
之
旁
、
帶
笑
問
道
『
老
先
生
請
認
一
認
、
（26）73
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
方
纔
學
生
頗
似
華
安
、
不
識
此
女
亦
似
秋
香
否
。』
學
士
熟
視
大
笑
、
慌
忙
作
揖
、
連
稱
得
罪
。
解
元
道
『
還
該
是
學
生
告
罪
。』
二
人
再
至
書
房
。
解
元
命
重
整
杯
盤
、
洗
盞
更
酌
。
酒
中
學
士
復
叩
其
詳
。
解
元
將
門
舟
中
相
遇
始
末
。
細
説
一
遍
、
各
各
撫
掌
大
笑
。
學
士
道
『（
６
）
今
日
即
不
敢
以
記
室
相
待
、
少
不
得
行
子
婿
之
禮
。』
解
元
道
『（
７
）
若
要
甥
舅
相
行
、
恐
又
費
丈
人
粧
奩
董
耳
。』
二
人
復
大
笑
。
是
夜
、
盡
歡
而
別
。
と
あ
る
箇
所
を
、
延
枝
は
左
掲
の
通
り
訳
し
て
い
る
。
　
當この
下とき
小せい
娘ぢや
うは
已すで
に
學
士
の
前まへ
數すう
步ほ
の
處ところ
に
在あ
り
、
い
と
恭うや
々うや
し
く
學
士
に
向むかつ
て
拜はい
を
作な
し
け
れ
ば
、
學
士
は
周あは
て章
禮れい
を
還かへ
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
解かい
元もと
は
禮れい
を
還かへ
す
に
や
及およ
ぶ
と
て
、（
５
）
學
士
を
祁ひ
き
住と
め
爾しか
な
さ
し
め
ず
、
小せい
娘ぢや
うは
拜はい
し
了おは
る
こ
と
四し
拜はい
に
し
て
、
學
士
は
只たゞ
二
回くわ
いの
揖いつ
を
還かへ
せ
し
ま
で
な
り
き
。
拜はい
罷おは
り
て
後のち
解かい
元もと
は
小せう
婦ふ
を
引ひき
て
學
士
の
傍かたは
ら
近ちか
く
到いた
ら
し
め
、
微び
笑しや
ふを
含ふく
み
て
學
士
に
向むか
ひ
。
　
解
『
老らう
夫ふう
子し
請
ふ
認みと
め
給たま
は
れ
よ
、
今
し
も
老らう
夫ふう
子し
は
小せう
生せい
は
酷よ
く
華くわ
安あん
に
似に
た
り
と
云
ひ
給たま
ひ
ぬ
、
識し
ら
ず
こ
の
女
を
亦また
秋しう
香かう
に
似に
た
り
や
い
な
。』
　
學
士
熟つく
々づく
小せう
娘ぢや
うを
視み
て
口
を
開ひら
ひ
て
大
に
笑わら
ひ
、
慌あわ
忙たゞ
し
く
又
揖いつ
を
作な
し
て
、
　
學
『
得つみ
罪あり
得つみ
罪あり
。』
　
解
『
其そ
は
小せう
生せい
の
事こと
な
り
、
小
生
こ
そ
罪あり
を
謝しや
す
べ
さ
な
れ
。』
二
人
は
再ふたゝ
び
書しよ
房ぼう
に
至いた
り
、
重かさ
ね
て
杯はい
盤ばん
を
整とゝの
へ
、
打うち
寛くつ
ろぎ
て
更さら
に
酒さけ
酌くみ
換か
は
し
ぬ
。
酒しや
中ちう
學
士
は
猶なお
も
其
詳しよう
細さい
を
聞き
か
ん
と
て
、
頻しきり
に
こ
れ
を
叩たた
け
ば
、
解かい
元げん
も
今
は
何なに
を
か
秘ひ
す
べ
き
ど
て
、
那かの
徴しやう
門もん
舟しう
中ちう
初
め
て
相あい
見み
れ
る
時
の
事
よ
り
、
一いち
伍ぶ
一し
什じう
落おち
な
く
語かた
り
出い
で
、
二
人
各おの
々おの
掌
た
な
ご
こ
ろを
撫ぶ
し
て
大
笑わら
ひ
し
、
學
士
殆ほど
々ほど
興きよ
うに
入
り
て
。
　
學
『（
６
）
今こん
日にち
は
敢あえ
て
先せん
生せい
を
待ま
つ
に
書しよ
記き
を
も
て
せ
ざ
る
も
、
い
か
に
せ
ん
婿むこ
君きみ
の
禮れい
を
行おこなふ
こ
と
得え
な
り
が
た
し
。』
　
解
『（
７
）
若も
し
彼ひ
此が
禮れい
を
行おこな
は
ん
と
す
れ
ば
、
恐おそ
ら
く
は
又
丈しう
人ご
の
粧し
奩たく
、
無む
益えき
の
失つひ
費え
を
要えう
し
奉
た
て
ま
つら
ん
、
い
と
詮せん
な
き
事こと
な
り
。』
　
二
人
復ま
た
大
に
笑わら
ひ
夜や
半はん
に
至いた
る
ま
で
歡
よ
ろ
こ
びを
盡つく
し
て
別わか
れ
ぬ
。
傍
線
部
（
５
）
に
あ
る
「
解
元
將
學
士
抱
住
、
不
要
他
還
禮
。
拜
了
四
拜
、
學
士
只
還
得
兩
個
揖
、
甚
不
過
意
」
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
解
釈
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
二
箇
所
の
「
還
」
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
「
還
禮
（huánn lǐ
）」
で
あ
り
「
返
礼
す
る
、
答
礼
す
る
」
と
い
う
動
詞
、
後
者
の
「
還
（hái
）」
は
、
あ
る
回
数
に
達
し
て
い
な
い
状
態
を
示
す
副
詞
で
、
同
一
の
文
字
で
も
品
詞
も
発
音
も
異
な
る
。
ま
た
「
揖
（yī
）」
は
旧
時
主
客
が
会
っ
た
と
き
の
礼
で
、「
不
過
意
（bú 
guò yì
）」
は
「
す
ま
な
く
思
う
、
気
の
毒
に
思
う
」
と
い
う
熟
語
で
あ
る
点
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
気
付
か
ず
に「
不
過（bú guò
）」で
区
切
っ
て
し
ま
う
と
誤
訳
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
注
意
点
を
踏
ま
え
る
と
、
解
元
は
学
士
を
後
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
抱
き
つ
い
た
の
で
、
彼
は
返
礼
も
で
き
な
い
。
四
度
頭
を
下
げ
た
が
、
学
士
は
ま
だ
揖
礼
を
二
度
し
か
で
き
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
學
士
を
祁
き
住
め
爾
な
さ
し
め
ず
、
小
娘
は
拜
し
了
る
こ
と
四
拜
に
し
て
、
學
士
は
只
二
回
の
揖
を
還
せ
し
ま
で
な
り
き
。」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
延
枝
は
や
は
り
「
還
せ
し
」
と
し
て
返
礼
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
只
二
回
の
揖
」
と
し
て
「
還
（
ま
だ
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
あ
る
も
の
の
、「
不
過
意
」
は
彼
女
の
訳
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
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傍
線
部
（
６
）
に
あ
る
「
今
日
即
不
敢
以
記
室
相
待
、少
不
得
行
子
婿
之
禮
。」
で
あ
る
が
、「
今
日
（jīn rì
）」
は
今きよ
う日
の
意
味
で
は
な
く
、「
こ
う
な
っ
て
は
」
と
い
う
成
語
、「
不
敢
（bù gǎn
）」
は
「
〜
す
る
勇
気
が
な
い
」
と
い
う
連
語
で
あ
る
。
ま
た
「
記
室
（jì shì
）」
は
、
書
記
官
や
秘
書
の
別
称
で
あ
り
、「
相
待
（xiāng dài
）」
は
「
待
遇
す
る
、接
待
す
る
、も
て
な
す
」
と
い
う
動
詞
。「
少
不
得
（shǎo bu dé
）」
は
「
少
不
了
（shǎo bu liao
）」
と
同
義
で
「
〜
な
し
に
は
す
ま
な
い
、
〜
し
な
い
わ
け
に
は
い
け
な
い
」
と
い
う
動
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
釈
を
手
が
か
り
に
す
る
と
「
こ
う
な
っ
て
は
書
記
の
待
遇
は
な
く
、
婿
と
し
て
の
礼
儀
な
し
で
は
い
け
ま
せ
ん
。」
と
い
う
文
意
に
な
る
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
今
日
は
敢
て
先
生
を
待
つ
に
書
記
を
も
て
せ
ざ
る
も
、
い
か
に
せ
ん
婿
君
の
禮
を
行
ふ
こ
と
得
な
り
が
た
し
。」
と
訳
し
て
い
る
が
、「
少
不
得
」「
記
室
」
の
よ
う
に
正
確
に
理
解
し
て
い
る
箇
所
と
「
今
日
」「
不
敢
」
な
ど
の
よ
う
に
翻
訳
が
ま
ま
な
ら
な
い
箇
所
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
傍
線
部
（
７
）
に
あ
る
「
若
要
甥
舅
相
行
、
恐
又
費
丈
人
妝
董
耳
」
の
箇
所
も
難
解
で
あ
る
。「
甥
舅
（shēng  jiù
）」
は
、
母
方
か
ら
見
た
甥
、「
妝
（zhuāng
）」
は
、
嫁
入
り
道
具
や
、
装
飾
品
。「
董
（dǒng
）」
は
管
理
・
監
督
す
る
の
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
ら
語
釈
か
ら
「
も
し
も
甥
の
礼
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
お
舅
さ
ま
か
ら
又
婿
入
り
道
具
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
な
る
。
延
枝
は
こ
の
箇
所
を
「
若
し
彼
此
禮
を
行
は
ん
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
又
丈
人
の
粧
奩
、無
益
の
失
費
を
要
し
奉
ら
ん
、い
と
詮
な
き
事
な
り
」
と
訳
し
て
い
る
。前
半
部
分
は「
要
」の
解
釈
が
異
な
る
も
の
の
、意
味
は
通
じ
る
。
し
か
し
後
半
部
分
は
、
一
部
の
理
解
出
来
る
語
義
を
頼
り
と
し
て
意
訳
が
多
く
翻
訳
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。
以
上
が
「
唐
伯
虎
」
に
於
け
る
翻
訳
の
概
要
で
あ
る
。
小
論
で
は
的
確
な
翻
訳
箇
所
を
省
略
し
、
殊
更
に
翻
訳
が
曖
昧
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
引
用
し
、
そ
の
誤
訳
状
況
を
集
中
的
に
検
討
し
た
た
め
、
翻
訳
の
完
成
度
は
高
く
な
い
印
象
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
訳
文
全
体
を
見
る
と
延
枝
に
よ
る
翻
訳
の
姿
勢
は
忠
実
を
旨
と
し
、
概
ね
原
文
に
即
し
翻
訳
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
ま
た
延
枝
が
翻
訳
し
た
時
期
に
先
行
す
る
訳
文
は
、
誤
訳
が
甚
だ
し
く
役
に
立
た
な
い
服
部
撫
松
訳
『
勧
懲
繍
像
竒
談
』（
九
春
社
、
一
八
八
三
）
が
あ
る
の
み
で
、
金
國
璞
が
現
代
中
国
語
に
翻
訳
し
た
『
北
京
官
話
今
古
竒
觀
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
〇
四
）
の
刊
行
以
前
で
あ
り
、
彼
女
が
翻
訳
し
た
篇
は
先
行
す
る
満
足
な
翻
訳
が
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
ほ
ぼ
全
て
延
枝
が
独
力
で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
で
の
翻
訳
で
あ
る
点
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
『
今
古
竒
觀
』
の
原
文
が
、
標
点
な
し
の
影
印
本
で
あ
っ
た
点
も
注
意
を
要
す
る
。
福
文
堂
刊
『
繍
像
今
古
竒
觀
』（
一
八
五
六
）
や
、
文
瀾
書
院
崇
正
堂
刊
『
今
古
竒
觀
』（
一
八
九
一
）
等
の
一
〇
巻
本
も
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
延
枝
の
序
文
に
も
「
古
本
雜
誌
類
の
中
よ
り
、
今
古
竒
觀
と
な
ん
い
ふ
小
説
の
四
十
回
4
4
4
ば
か
り
あ
る
を
取
り
出
し
試
に
繙
き
て
讀
み
ぬ
」
と
『
今
古
竒
觀
』
四
〇
巻
本
を
使
用
し
た
記
述
が
見
え
る
。
延
枝
の
翻
訳
刊
行
年
（
一
八
九
九
年
）
か
ら
考
え
る
と
、『
今
古
竒
觀
』
は
咸
豐
年
間
か
ら
光
緒
年
間
に
か
け
て
少
な
く
と
も
四
種
類
の
四
〇
巻
本
【
九
】
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
こ
れ
ら
は
全
て
影
印
本
で
あ
り
、
活
字
標
點
本
の
出
現
は
早
く
と
も
一
九
二
三
年
【
一
〇
】
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
翻
訳
し
や
す
い
活
字
標
點
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
翻
訳
さ
れ
、
且
つ
中
国
語
学
者
の
宮
原
民
平
か
ら
語
学
的
指
導
を
受
け
た
佐
藤
春
夫
訳
【
一
一
】
に
比
べ
る
と
、
さ
す
が
に
見
劣
り
は
す
る
も
の
の
、
佐
藤
春
夫
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
鈴
木
真
海
の
訳
本
【
一
二
】
と
比
較
す
れ
ば
翻
訳
水
準
は
同
程
度
で
あ
る
。
こ
の
点
は
刮
目
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
三
・
宇
佐
美
延
枝
の
夫
・
金
子
彌
平
に
つ
い
て
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
延
枝
に
よ
る
翻
訳
を
検
討
し
て
き
た
が
、
本
節
で
は
、
延
枝
の
翻
訳
活
動
を
可
能
な
ら
し
め
た
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
白
話
小
説
の
翻
訳
に
は
当
然
語
学
的
な
専
門
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
後
年
の
中
国
文
学
研
究
者
で
あ
る
吉
川
幸
次
郎
は
、
一
九
三
一
年
当
時
の
回
想
と
し
て
「
当
時
の
東
方
文
化
研
究
所
は
、
元
曲
研
究
の
班
を
設
け
た
が
、
研
究
に
参
加
す
る
人
人
の
な
か
に
は
、
近
世
の
口
語
（
筆
者
注
・
白
話
）
の
文
学
に
あ
ま
り
慣
れ
ぬ
む
き
も
あ
っ
た
」【
一
三
】
と
あ
る
。
元
曲
は
「
三
言
」
と
同
じ
く
白
話
を
基
本
と
す
る
が
、
戦
前
で
は
専
門
家
の
間
で
も
白
話
語
彙
に
不
慣
れ
な
研
究
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
実
際
に
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
を
試
み
た
吉
川
も
、「
私
の
能
力
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
現
在
の
学
界
の
能
力
を
も
っ
て
し
て
は
、
手
に
負
い
か
ね
る
と
覚
し
い
言
葉
が
少
な
く
な
い
」【
一
四
】
と
し
て
、
吉
川
が
『
京
本
通
俗
小
説
』
を
手
掛
け
た
一
九
四
〇
年
代
で
さ
え
も
当
時
の
学
界
の
水
準
で
は
厳
密
な
逐
語
訳
を
行
う
の
に
相
当
の
困
難
を
伴
っ
た
と
い
う
。
ま
た
白
話
小
説
の
読
解
の
た
め
に
は
相
応
の
中
国
語
関
係
の
工
具
書
の
準
備
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
期
の
中
国
語
辞
典
で
あ
る
石
山
福
治
『
支
那
語
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
）
で
さ
え
も
刊
行
は
一
九
〇
五
年
で
あ
り
、
石
山
福
治
に
よ
る
一
連
の
辞
書
の
刊
行
（
一
九
〇
五
〜
一
九
三
五
）【
一
五
】
や
、
井
上
翠
の
『
井
上
支
那
語
辞
典
』（
一
九
二
八
）【
一
六
】、そ
し
て
竹
田
復
の
『
支
那
語
新
辞
典
』
（
一
九
四
一
）【
一
七
】
が
刊
行
も
間
に
合
う
こ
と
は
な
く
、
工
具
書
の
側
面
で
の
不
自
由
さ
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
延
枝
に
関
す
る
事
跡
の
中
で
は
、
中
国
語
も
し
く
は
中
国
人
と
の
接
点
は
存
在
せ
ず
、
な
ぜ
専
門
的
知
識
を
得
て
、
か
く
も
高
い
水
準
で
翻
訳
を
実
現
し
た
の
か
が
大
き
な
疑
問
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
論
者
は
近
年
金
子
宗
德
氏
か
ら
、
延
枝
の
夫
が
高
度
な
中
国
語
の
語
学
能
力
を
持
つ
支
那
通
で
あ
っ
た
と
い
う
有
益
な
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
更
に
金
子
宗
德
氏
は
金
子
彌
平
に
関
す
る
著
述
【
一
八
】
を
残
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
本
論
に
お
い
て
金
子
彌
平
の
半
生
に
関
し
て
、
最
新
の
情
報
を
中
心
に
紹
介
し
て
も
ら
う
事
と
し
た
。
な
お
、
金
子
氏
の
専
門
は
近
代
日
本
政
治
思
想
史
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
新
見
の
提
示
上
、
延
枝
の
翻
訳
活
動
と
直
截
的
な
関
係
を
持
た
な
い
言
及
も
一
部
あ
る
が
、
金
子
氏
に
よ
り
近
代
に
お
け
る
日
中
文
化
の
交
流
の
上
で
接
点
と
な
っ
た
「
振
亜
社
」「
興
亜
会
」
な
ど
の
活
動
な
ど
に
も
触
れ
る
こ
と
で
、
一
連
の
論
者
（
勝
山
）
の
考
察
の
欠
を
補
い
、
よ
り
多
角
的
な
視
野
か
ら
の
提
言
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
金
子
彌
平
（
本
名
・
金
子
弥
兵
衛
）
は
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
一
二
月
二
五
日
、盛
岡
藩
・
花
巻
城
下
の
商
家
に
生
ま
れ
た
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
上
京
し
た
彌
平
は
、
南
部
藩
の
縁
故
を
頼
っ
て
東
政まさ
圖みち
（
南
部
次
郎
）
の
下
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
師
で
あ
る
照
井
一
宅
（
全たか
都くに
・
小
作
）【
一
九
】
の
も
と
で
漢
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
福
澤
諭
吉
の
門
を
叩
き
【
二
〇
】、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
慶
應
義
塾
へ
入
学
し
て
い
る
【
二
一
】。
福
澤
家
に
書
生
と
し
て
住
み
込
ん
だ
彌
平
は
、
時
事
問
題
に
は
強
い
関
心
を
抱
き
、「
我
カ
日
本
ハ
彈
丸
黒
子
ノ
小
國
ナ
リ
然
レ
ド
モ
地
理
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
人
爲
ヲ
以
テ
東
洋
ノ
英
國
大
陸
ノ
盟
主
タ
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
亦
難
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
余
ハ
一
身
ヲ
犧
牲
ニ
シ
テ
此
事
ヲ
試
ミ
ン
ト
欲
ス
且
ツ
此
事
ヲ
試
ミ
ン
ニ
ハ
先
ツ
清
國
ノ
事
情
ニ
通
暁
シ
同
國
ニ
於
テ
爲
ス
所
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
、
こ
の
時
期
か
ら
大
陸
雄
飛
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
【
二
二
】。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
た
彌
平
は
、
翌
年
に
、「
九
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付
を
以
て
清
國
公
使
館
附
通
辯
見
習
申
付
ら
れ
」【
二
三
】、
駐
清
全
権
公
使
の
森
有
禮
に
随
行
し
て
清
国
に
渡
航
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
久
し
く
聖
人
の
敎
廢
れ
、
王
道
地
に
墜
ち
」
て
い
る
清
朝
を
「
改
造
し
以
て
萬
世
の
功
業
を
建
て
ん
と
す
る
に
は
革
命
に
依
て
民
心
を
一
新
す
る
の
外
は
な
い
」【
二
四
】
と
日
頃
か
ら
主
張
し
て
い
た
東
政
圖
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
彌
平
が
通
辯
（
通
訳
）
見
習
い
に
就
任
し
て
い
る
所
か
ら
、
既
に
彼
が
相
応
の
中
国
語
の
学
識
を
得
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
東
政
圖
が
渡
清
す
る
と
、
東
と
彌
平
、
さ
ら
に
森
の
甥
で
彌
平
と
同
じ
く
通
弁
見
習
で
あ
っ
た
伊
集
院
兼かね
良よし
は
、「
義
兄
弟
の
約
を
結
び
他
日
相
携
へ
て
大
い
に
爲
す
あ
ら
ん
こ
と
を
誓
」
ひ
、
彌
平
と
兼
良
が
「
蒙
古
に
入
り
、
以
て
同
志
の
士
を
集
め
」
よ
う
と
し
た
と
い
う
【
二
五
】。
つ
ま
り
、
現
地
で
何
ら
か
の
工
作
に
従
事
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
蒙
古
の
何
れ
の
邊
に
出
入
り
し
た
か
、
又
如
何
な
る
成
果
あ
り
し
か
は
不
明
で
」
あ
り
、「
特
に
傳
ふ
べ
き
格
別
の
事
柄
も
な
か
つ
た
や
う
」【
二
六
】
だ
が
、
清
国
で
の
二
年
余
に
及
ぶ
現
地
生
活
で
相
当
の
語
学
能
力
を
身
に
つ
け
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
清
国
か
ら
帰
国
【
二
七
】
し
た
彌
平
は
、旧
知
の
海
軍
大
尉
・
曾そ
根ね
俊とし
虎とら
か
ら
、「
學
校
ヲ
設
ケ
諸
有
志
ヲ
招
集
シ
支
那
語
學
ヲ
授
ケ
ン
」
と
い
う
計
画
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
る
【
二
八
】。
曾
根
俊
虎
は
儒
者
・
曾
根
俊とし
臣ふみ
（
敬
一
郎
）
の
子
で
、
藩
校
・
興
譲
館
で
米
沢
藩
士
の
雲
井
龍
雄
―
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
結
成
を
主
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、
政
府
転
覆
の
陰
謀
を
図
っ
た
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
志
士
の
感
化
を
受
け
て
い
た
。
曾
根
俊
虎
は
、「
曾そう
嘯
し
ょ
う
雲うん
」
と
い
う
中
国
名
を
名
乗
る
な
ど
海
軍
随
一
の
「
支
那
通
」
で
、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
、
東
政
圖
や
前
田
献
吉
ら
と
支
那
語
の
語
学
校
「
振
亜
社
」
を
設
立
し
て
い
た
。
曾
根
の
活
動
に
賛
同
し
た
彌
平
は
、
こ
の
時
、
後
に
自
由
民
権
運
動
家
・
政
治
家
と
な
る
草くさ
間ま
時とき
福よし
や
、
大
陸
浪
人
の
宮みや
崎ざき
駿しゅん
兒じ
な
ど
を
「
振
亜
社
」
に
勧
誘
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
芝
区
桜
田
久
保
町
の
賣
茶
亭
で
開
か
れ
た
会
合
で
、「
振
亜
社
」
は
「
興
亜
会
」
と
改
称
さ
れ
、
日
本
最
初
の
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
な
る
。
仮
規
則
を
定
め
る
と
共
に
役
員
を
選
出
し
た
。
会
長
は
長なが
岡おか
護もり
美よし
、
副
会
長
は
渡わた
邊なべ
洪ひろ
基もと
。
彌
平
は
曾
根
・
草
間
と
共
に
幹
事
と
し
て
会
の
実
務
を
取
り
仕
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
九
日
午
後
、
神
田
錦
町
の
学
習
院
に
お
い
て
第
一
会
同
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
、
副
会
長
の
渡
邊
は
次
の
如
く
演
説
し
て
い
る
。
　
亞
細
亞
諸
邦
即
チ
日
本
朝
鮮
満
洲
支
那
安
南
緬
甸
ノ
如
キ
ハ
人
種
相
同
シ
ク
文
敎
相
殊
ナ
ラ
ス
暹
羅
天
竺
ノ
如
キ
ハ
人
種
相
同
シ
カ
ラ
サ
ル
モ
宗
敎
ノ
源
多
ク
之
ニ
出
ツ
然
ル
ニ
地
理
不
便
ニ
因
ル
者
ノ
如
シ
ト
雖
ド
モ
古
來
各
國
交
通
甚
タ
踈
ク
交
戰
講
話
ノ
事
少
ナ
ク
シ
テ
爲
メ
ニ
相
競
爭
ス
ル
ノ
勢
ナ
ク
又
輔
車
相
依
ル
ノ
念
ナ
ク
其
弊
ヤ
各
邦
萎
靡
シ
テ
振
ハ
ス
文
敎
學
術
共
ニ
開
進
セ
ス
遂
ニ
他
族
異
敎
異
文
ノ
歐
米
諸
國
ノ
侮
ヲ
受
ク
【
二
九
】
右
掲
の
引
用
文
を
敷
衍
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
を
始
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
は
人
種
的
に
近
く
、
ま
た
、
文
化
の
面
で
も
、
同
じ
漢
字
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
共
に
儒
教
を
重
ん
じ
て
き
た
。
イ
ン
ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
は
人
種
こ
そ
異
な
る
が
、
仏
教
を
通
じ
て
繋
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
理
的
な
事
情
ゆ
え
相
互
交
流
が
盛
ん
で
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
人
種
・
宗
教
・
文
化
の
相
異
な
る
欧
米
列
強
の
侵
略
を
受
け
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
抗
す
べ
（30）69
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
く
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
は
交
流
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
「
特
リ
官
府
公
然
ノ
交
際
ヲ
以
テ
ノ
ミ
之
ヲ
能
ク
ス
ヘ
キ
者
ニ
非
ラ
ス
彼
國
ノ
志
士
此
國
ノ
志
士
ト
居
常
相
交
ハ
リ
意
氣
相
通
ス
ル
ニ
因
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
亞
細
亞
諸
邦
ノ
人
士
」
が
「
親
交
シ
且
ツ
形
況
ヲ
互
ニ
相
知
ラ
ン
ト
ス
ル
」こ
と
、即
ち
民
間
交
流
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
興
亜
会
」
を
結
成
し
た
、
と
渡
邊
は
続
け
て
い
る
【
三
〇
】。
上
記
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、「
興
亜
会
」
は
以
下
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
①　
実
用
的
中
国
語
・
朝
鮮
語
を
教
授
す
る
興
亜
会
支
那
語
学
校
の
運
営
。
②　
 
ア
ジ
ア
情
報
の
提
供
と
会
員
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
る
『
興
亜
会
報
告
』
の
発
行
。
③　
毎
月
第
一
土
曜
日
に
例
会
お
よ
び
懇
親
会
の
開
催
。
④　
朝
鮮
か
ら
の
使
節
団
や
中
国
人
名
士
を
招
い
た
親
睦
会
の
開
催
。
⑤　
海
外
情
報
通
信
員
の
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
派
遣
。
彌
平
と
の
関
連
で
特
筆
す
べ
き
は
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
一
六
日
に
開
設
さ
れ
た
①
の
興
亜
会
支
那
語
学
校
で
あ
ろ
う
。
曾
根
俊
虎
を
校
長
と
し
、
芝
区
西
久
保
巴
町
の
栄
寿
寺
に
置
か
れ
た
同
校
に
お
い
て
、
彌
平
は
「
散
語
」
の
講
義
を
担
当
し
た
【
三
一
】。「
興
亜
会
」
の
中
国
語
教
育
に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で
、
鱒
沢
彰
夫
は
、
同
校
で
用
い
ら
れ
た
『
新
校
語
言
自
邇
集 
散
語
ノ
部
』（
慶
應
義
塾
出
版
社
、
一
八
八
〇
）
は
、
彌
平
が
編
集
に
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
【
三
二
】。
ま
た
同
じ
頃
、
彌
平
は
慶
應
義
塾
に
創
設
さ
れ
た
支
那
語
科
で
も
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
【
三
三
】。
先
に
触
れ
た
「
興
亜
会
」
第
一
回
会
同
で
彌
平
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
中
国
語
教
師
張ちょう
滋じ
昉ほう
【
三
四
】
の
演
説
を
通
訳
し
て
お
り
、
そ
の
語
学
力
は
周
囲
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
次
に
、
②
『
興
亜
会
報
告
』
に
は
「
亞
細
亞
洲
總
論
論
説
」・「
亞
細
亞
洲
誌
論
畧
日
本
條
下
論
説
」
と
い
う
彌
平
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
三
五
】。
前
者
に
お
い
て
、
彌
平
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
し
て
ア
ジ
ア
は
悠
久
な
る
歴
史
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
優
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
人
が
消
極
的
・
受
動
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
積
極
的
・
能
動
的
で
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
能
力
に
優
劣
は
な
く
、「
文
物
ノ
隆
替
、
邦
國
ノ
盛
衰
ハ
、
タ
ダ
人
ノ
爲
ス
ト
爲
サ
ザ
ル
ト
ニ
在
ル
」
以
上
、
文
明
開
化
を
着
々
と
達
成
し
つ
つ
あ
る
日
本
人
は
、「
邦
内
ニ
留
マ
ラ
ズ
、
猶
ホ
進
ン
デ
全
洲
ト
爲
ス
所
ヲ
共
有
シ
、
以
テ
亞
洲
數
百
年
ノ
頽
廃
ヲ
挽
回
シ
テ
、
歐
洲
ノ
富
強
ト
爭
雄
」
す
べ
き
と
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
と
連
帯
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
抗
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
【
三
六
】。
そ
し
て
後
者
に
お
い
て
は
、「
制
度
文
物
」
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、「
兵
備
貿
易
」
に
対
す
る
関
心
が
低
い
状
況
を
憂
え
た
彌
平
は
、
露
英
仏
の
ア
ジ
ア
侵
出
の
有
様
を
語
り
、
一
国
の
安
危
と
ア
ジ
ア
全
域
の
安
危
と
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
し
て
、「
我
邦
ノ
勇
進
シ
テ
爲
ス
有
ラ
バ
、
全
疆
胥みな
依
頼
ス
ル
所
ヲ
得
テ
、
全
疆
已
ニ
安
ン
ジ
テ
、
大
洲
コ
レ
振
興
セ
ン
」
と
論
じ
、
日
本
が
主
導
的
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
【
三
七
】。
こ
れ
ら
一
連
の
論
説
は
、
変
法
自
強
運
動
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
王おう
韜とう
が
創
刊
し
た
『
循
環
日
報
』
に
も
転
載
さ
れ
、「
其
の
識
見
の
卓
、
立
説
の
精
、
空
言
補
す
る
も
の
の
同
日
に
し
て
語
る
べ
き
も
の
に
非
ず
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
【
三
八
】。
か
く
し
て
彌
平
は
、「
興
亜
会
」
の
幹
事
と
し
て
、
①
興
亜
会
支
那
語
学
校
や
②
『
興
亜
会
報
告
』
の
発
行
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ジ
ア
諸
民
族
と
連
帯
し
て
欧
米
列
強
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
「
興
亜
会
」
の
主
張
は
、
当
時
の
世
論
に
お
い
て
一
定
の
共
感
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
68（31）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
八
号
そ
し
て
会
員
数
は
創
立
時
の
七
七
名
か
ら
約
一
年
で
四
〇
〇
名
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
七
月
に
は
宮
中
か
ら
千
円
が
下
賜
さ
れ
【
三
九
】、
北きた
白しら
川かわ
宮のみや
能よし
久ひさ
親しん
王のう
や
小こ
松まつの
宮みや
彰あき
仁ひと
親しん
王のう
な
ど
皇
族
も
新
た
に
入
会
し
て
い
る
。
し
か
し
、
会
の
運
営
状
況
は
経
済
的
に
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
、
幹
事
と
し
て
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
な
く
な
っ
た
上
に
、
彼
自
身
の
体
調
不
良
も
あ
り
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
八
月
、
彌
平
は
花
巻
に
帰
郷
し
て
い
る
【
四
〇
】。
四
・
延
枝
と
彌
平
の
接
点
と
な
っ
た
中
村
正
直
さ
て
、
こ
の
金
子
彌
平
と
宇
佐
美
延
枝
と
が
、
い
か
に
し
て
接
点
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
両
者
に
介
在
し
た
と
推
論
さ
れ
る
中なか
村むら
正まさ
直なお
に
つ
い
て
、
少
し
く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
彌
平
と
中
村
正
直
（
以
下
「
中
村
」）
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
、「
興
亜
会
」
を
介
し
た
人
脈
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
先
行
研
究
の
黒
木
彬
文
を
紹
介
す
る
。
黒
木
氏
は
「
興
亜
会
」
の
日
本
人
会
員
を
一
一
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
【
四
一
】
が
、
そ
の
う
ち
皇
族
を
除
く
一
〇
の
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、「
興
亜
会
」
の
構
成
員
の
性
格
が
様
々
な
来
歴
の
知
識
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
（
ⅰ 
）
中
国
・
朝
鮮
関
係
の
外
務
省
高
官
…
長
岡
護
美
、
鍋
島
直
大
、
伊
達
宗
城
、
柳
原
前
光
、
渡
邊
洪
基
、
花
房
義
質
等
（
ⅱ 
）
中
国
・
朝
鮮
に
駐
在
す
る
領
事
ク
ラ
ス
の
中
堅
外
交
官
…
前
田
献
吉
、
竹
添
進
一
郎
、
東
次
郎
、
品
川
忠
道
、
近
藤
真
鋤
等
（
ⅲ 
）
陸
軍
関
係
者
…
桂
太
郎
、
谷
干
城
、
鳥
尾
小
彌
太
等
（
ⅳ 
）
海
軍
関
係
者
…
榎
本
武
揚
、
林
清
康
・
仁
景
範
、
伊
東
蒙
吉
等
（
ⅴ 
）
興
亜
会
支
部
語
学
校
関
係
者
…
曽
根
俊
虎
・
佐
藤
暢
・
小
見
源
藏
・
仁
禮
敬
之
・
山
吉
盛
義
等
（
ⅵ 
）『
朝
野
新
聞
』
関
係
者
…
成
島
柳
北
・
末
廣
鐡
腸
・
草
間
時
福
・
高
橋
基
一
等
（
ⅶ 
）
漢
学
者
…
重
野
安
繹
・
宮
島
誠
一
郎
・
広
部
精
・
岡
本
監
輔
等
（
ⅷ 
）
啓
蒙
学
舎
・
同
人
社
関
係
者
…
中
村
正
直
・
吾
妻
兵
治
・
中
島
雄
等
（
ⅸ 
）
貿
易
通
商
関
係
者
…
五
代
友
厚
・
岩
崎
禰
之
助
・
江
南
哲
夫
・
大
倉
喜
八
郎
・
笠
野
吉
次
郎
等
（
ⅹ 
）
東
本
願
寺
系
仏
教
者
…
渥
美
契
緑
・
大
谷
勝
尊
・
奥
村
円
心
・
島
地
黙
雷
等
黒
木
氏
の
論
考
に
は
彌
平
の
名
は
見
え
な
い
が
、（
ⅴ
）
に
含
ま
れ
る
と
云
っ
て
相
違
な
か
ろ
う
。
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
二
月
、
彌
平
は
『
支
那
総
説
』【
四
二
】
と
い
う
啓
蒙
書
を
刊
行
す
る
。
同
書
は
三
冊
九
巻
の
構
想
か
ら
な
る
も
の
の
第
一
冊（
巻
之
一
か
ら
巻
之
三
）
に
あ
た
り
、明
治
一
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
第
二
冊
（
巻
之
四
か
ら
巻
之
六
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
残
る
第
三
冊
（
巻
之
七
か
ら
巻
之
九
）
は
未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
た
が
、
当
時
か
ら
「
維
新
後
我
が
国
に
於
け
る
支
那
に
關
す
る
著
述
の
嚆
矢
の
一
」【
四
三
】、「
当
時
に
於
い
て
は
支
那
研
究
の
資
料
と
し
て
甚
だ
注
目
す
べ
き
も
の
」
と
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
【
四
四
】。
巻
之
一
に
は
、（
ⅶ
）
に
含
ま
れ
る
重
野
安
繹
と
（
ⅷ
）
に
含
ま
れ
る
中
村
に
よ
る
序
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。そ
の
う
ち
、中
村
に
よ
る
序
文
を
紹
介
し
た
い
。
（32）67
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
　
（
前
略
）
金
子
東
山
少
而
好
ミ
レ
學
。
嘗
テ
遊
ヒ
禹
域
。
善
ク
通
シ
官
話
一
。
審
ニ
シ
二
其
制
度
一
。
察
シ
其
風
俗
人
情
。
無
シ
レ
不
ル
二
委
‐
曲
周
‐
到
ナ
リ
。
頃このごロ
筆
シ
二
之
ヲ
於
書
一
。
間
付
ス
ル
ニ
以
テ
シ
二
論
説
一
。
鑿さく
鑿さく
中
ル
レ
窾
ニ
。
名
テ
曰
フ
。
支
那
總
説
。
問
二
序
ヲ
于
余
。
余
讀
レ
之
而
有
レ
所
レ
感
ス
ル
焉
。
蓋
シ
東
山
爲
レ
人
忠
‐
厚
謙
‐
和
。
其
有
ル
二
乎
己
ニ
一
者
善
也
。
故
ニ
禹
域
之
與
ニ
交
ル
者
。
亦
皆
無
レ
不
レ
善
ナ
ラ
。
能
ク
輸
‐
寫
シ
テ
其
誠
。
而
吐
‐
露
ス
其
實
一
。
故
ニ
得
レ
成
ス
ヲ
此
善
書
ヲ
一
也
。
嗚
呼
。
東
山
如
レ
此
以
テ
往
ク
。
雖
三
他
日
爲
ル
ト
二
國
使
ト
一
可
也
。【
四
五
】
こ
の
一
文
に
お
い
て
中
村
は
、
金
子
東
山
こ
と
彌
平
の
「
支
那
通
」
ぶ
り
を
絶
賛
し
て
い
る
【
四
六
】。
啓
蒙
思
想
家
で
「
明
治
六
大
教
育
家
」【
四
七
】
と
し
て
知
ら
れ
る
中
村
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
、
幕
府
同
心
の
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
長
じ
て
、
井
部
香
山
か
ら
漢
学
を
学
ん
だ
後
、
昌
平
黌
に
入
っ
て
儒
学
者
の
佐さ
藤とう
一いっ
斎さい
ら
に
学
び
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
は
三
一
歳
と
い
う
異
例
の
若
さ
で
将
軍
の
御
儒
者
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
桂
か
つ
ら
川がわ
甫ほ
周しゅ
うか
ら
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
正
直
は
洋
学
に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
に
幕
府
が
派
遣
し
た
英
国
へ
の
留
学
生
団
に
取
締
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
江
戸
幕
府
の
瓦
解
に
伴
っ
て
留
学
を
切
り
上
げ
帰
国
し
た
中
村
は
、
徳
川
宗そう
家け
を
藩
主
と
し
て
新
た
に
立
藩
さ
れ
た
駿
府
藩
（
後
に
静
岡
藩
と
改
称
）
の
一
等
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
る
一
方
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（Sam
uel 
Sm
iles
）
の
『
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
（Self- help
）』
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
に
、
そ
れ
は
『
西
国
立
志
編
』
と
題
し
て
刊
行
【
四
八
】
さ
れ
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
儒
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
融
合
を
試
み
た
中
村
は
、
西
郷
隆
盛
よ
り
早
い
時
期
に
「
敬
天
愛
人
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
中
村
か
ら
教
え
を
受
け
た
薩
摩
藩
士
か
ら
西
郷
隆
盛
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
【
四
九
】。
こ
の
中
村
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
三
月
、
私
塾
・
同
人
社
を
創
設
し
て
英
学
を
教
授
す
る
傍
ら
、
同
年
七
月
に
発
足
し
た
明
六
社
で
は
、
機
関
誌
『
明
六
雑
誌
』
で
健
筆
を
揮
う
が
、
中
村
は
第
三
五
号
（
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
）
に
「
支
那
不
可
侮
論
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
稿
し
、
七
つ
の
事
由
を
挙
げ
て
中
国
を
侮
る
べ
き
で
な
い
と
説
い
て
い
る
。
彌
平
が
中
村
の
知
遇
を
得
た
時
期
は
定
か
で
な
い
。
明
六
社
の
有
力
会
員
で
あ
っ
た
福
澤
や
森
の
紹
介
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
興
亜
会
」
の
活
動
を
通
じ
て
昵
懇
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
延
枝
と
中
村
と
は
、「
興
亜
会
」
で
は
な
く
東
京
女
子
師
範
学
校
を
接
点
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
教
育
者
と
し
て
の
中
村
は
、
青
少
年
に
対
す
る
英
学
教
育
だ
け
で
な
く
、
東
京
女
子
師
範
学
校
の
初
代
摂
理
に
就
任
す
る
な
ど
女
子
教
育
に
尽
力
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
小
川
澄
江
に
よ
れ
ば
、
中
村
は
、
同
校
を
単
な
る
教
員
養
成
所
で
は
な
く
、「
精
神
が
清
ら
か
で
、
知
識
も
あ
り
、
そ
し
て
道
徳
に
か
な
っ
た
行
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
立
し
て
い
る
女
性
」
を
育
成
す
る
場
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
【
五
〇
】。
そ
こ
で
な
さ
れ
る
教
育
水
準
が
相
当
に
高
か
っ
た
こ
と
は
、
七
七
名
が
入
学
し
た
第
一
期
生
の
う
ち
卒
業
に
至
っ
た
も
の
が
三
三
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
五
月
、
中
村
は
東
京
女
子
師
範
学
校
摂
理
の
職
を
退
い
て
い
る
が
、
宇
佐
美
延
枝
が
同
校
を
卒
業
し
た
の
は
同
年
七
月
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
延
枝
は
中
村
の
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
け
る
最
後
の
教
え
子
で
あ
り
、
自
ず
と
両
者
は
相
識
を
え
る
機
会
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
に
相
違
な
い
。
そ
の
た
め
、
延
枝
と
彌
平
を
結
ぶ
介
在
者
と
し
て
中
村
が
お
り
、
将
来
を
嘱
望
す
る
彌
平
の
配
偶
者
と
し
て
（
中
村
が
）
延
66（33）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
八
号
枝
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
延
枝
と
の
結
婚
後
、
大
蔵
省
を
退
職
し
た
彌
平
は
、
経
済
活
動
を
通
じ
た
日
中
提
携
を
目
指
し
、実
業
界
に
転
じ
て
い
る
。
し
か
し
、明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
年
三
月
に
は
、
彼
の
中
国
語
や
同
地
に
関
す
る
知
識
を
買
わ
れ
て
、
陸
軍
省
の
雇
員
と
し
て
営えい
口こう
（
現
在
の
遼
寧
省
営
口
市
）
に
赴
任
し
、
同
民
政
支
部
で
会
計
・
税
務
・
民
政
の
各
課
長
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
発
生
し
た
三
国
干
渉
（
一
八
九
五
）
の
た
め
、
彼
は
、
一
時
期
台
湾
総
督
府
民
政
局
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
財
務
課
長
・
総
督
府
国
語
伝
習
所
長
心
得
な
ど
を
歴
任
す
る
が
、
こ
れ
も
中
国
語
の
運
用
能
力
を
期
待
さ
れ
て
の
人
事
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
月
、
台
湾
総
督
府
を
辞
し
た
彌
平
は
大
阪
に
拠
点
を
移
し
、
翌
年
か
ら
弟
た
ち
と
共
に
営
口
に
程
近
い
牛
ぎ
ゅ
う
荘そう
で
貿
易
事
業
を
展
開
し
、そ
の
後
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
、日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
軍
の
拠
点
と
な
っ
た
安アン
東トン
（
現
在
の
遼
寧
省
丹
東
市
）
に
事
業
の
本
拠
を
移
し
、
安
東
県
市
政
準
備
委
員
長
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
【
五
一
】。
こ
の
よ
う
に
、
彌
平
は
中
国
や
台
湾
な
ど
国
内
外
で
活
躍
す
る
が
、
延
枝
の
翻
訳
刊
行
時
期
と
の
関
係
を
対
照
す
る
と
、
左
記
の
通
り
と
な
る
。
一
八
九
八
年
一
月　
　
　
　
　
　
彌
平　
台
湾
総
督
府
参
事
官
辞
職
一
八
九
八
年
六
月　
　
　
　
　
　
延
枝
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』
刊
行
一
八
九
八
年
七
月　
　
　
　
　
　
延
枝
「
花
仙
」
連
載
（『
讀
賣
新
聞
』）
一
八
九
九
年
一
月　
　
　
　
　
　
延
枝
「
女
秀
才
」
掲
載
（『
文
藝
倶
樂
部
』）
一
八
九
九
年
一
〇
月　
　
　
　
　
延
枝
「
唐
伯
虎
」
掲
載
（『
文
藝
倶
樂
部
』）
一
八
九
九
年
（
月
不
明
）　
　
　
彌
平　
牛
荘
で
貿
易
事
業
　
こ
の
よ
う
に
彌
平
が
台
湾
総
督
府
を
辞
職
し
た
後
に
、
貿
易
会
社
を
設
立
す
る
ま
で
の
期
間
と
、
延
枝
の
訳
業
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
時
期
と
が
奇
し
く
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
通
り
、
彌
平
は
幾
度
も
中
国
に
渡
航
し
延
枝
の
翻
訳
直
前
ま
で
満
洲
や
外
地
（
台
湾
）
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、
現
代
中
国
語
に
つ
い
て
は
幅
広
い
知
識
を
得
て
い
た
に
相
違
な
い
。
白
話
小
説
は
現
代
中
国
語
に
近
い
口
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
現
代
中
国
語
の
理
解
が
一
番
の
近
道
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
国
語
に
関
す
る
彌
平
の
該
博
な
知
識
は
、
延
枝
の
訳
業
に
も
語
学
的
知
識
の
提
供
な
ど
の
影
響
を
与
え
た
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。
振
り
返
っ
て
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
事
例
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
支
那
通
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
井
上
紅
梅
に
よ
る
一
連
の
翻
訳
活
動
（
一
九
二
四
〜
一
九
四
二
）【
五
二
】
か
ら
も
言
を
俟
た
な
い
。
ま
た
「
支
那
通
」
を
初
め
と
し
た
中
国
渡
航
経
験
が
あ
り
語
学
習
得
し
た
者
に
よ
る
翻
訳
も
松
井
等
（
一
九
二
二
）【
五
三
】
や
宮
原
民
平
（
一
九
二
六
）【
五
四
】
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
所
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
今
回
の
よ
う
に
、
語
学
的
知
識
を
持
つ
彌
平
が
延
枝
の
翻
訳
を
助
力
す
る
と
い
う
事
例
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
井
上
紅
梅
に
よ
る
事
例
（
一
九
二
四
〜
二
七
）【
五
五
】
と
、
桃とう
義ぎ
会かい
の
翻
訳
『
鴛
鴦
譜
』（
一
九
二
四
）【
五
六
】
が
典
型
的
な
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
井
上
紅
梅
の
事
例
で
あ
る
が
、
彼
の
翻
訳
の
助
力
者
と
し
て
畢ひつ
碧へき
梅ばい
が
存
在
す
る
。
井
上
紅
梅
は
、
一
九
一
三
年
に
上
海
へ
渡
航
し
、
現
地
邦
字
新
聞
『
上
海
日
日
新
聞
』の
記
者
や
中
国
の
伝
統
風
俗
に
関
す
る
雑
誌
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
に
は
南
京
へ
の
転
居
を
機
会
に
、
蘇
州
人
の
畢
碧
梅
と
結
婚
し
て
い
る
。
畢
碧
梅
と
の
生
活
に
つ
い
て
は
彼
の
著
作
『
支
那
ニ
浸
ル
人
』（
一
九
二
四
）
（34）65
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
紅
梅
は
こ
の
時
期
か
ら
白
話
小
説
の
翻
訳
を
手
掛
け
『
今
古
竒
觀
』
や
『
金
瓶
梅
』『
儒
林
外
史
』『
紅
樓
夢
』
な
ど
大
量
の
口
語
訳
を
発
表
し
て
い
る
が
、中
国
人
と
の
結
婚
を
紅
梅
は「
研
究
上
幾
分
手
助
け
に
な
っ
た
」【
五
七
】
と
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
出
来
よ
う
。
ま
た
桃
義
会
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
【
五
八
】
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
本
論
に
関
係
す
る
箇
所
を
若
干
紹
介
す
る
。『
鴛
鴦
譜
』
に
あ
る
翻
訳
制
作
の
経
緯
は
、
桃
義
会
構
成
員
の
茜
花
氏
が
記
し
た
「
緒
言
」
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
は
、
　
凡
そ
葛
藤
た
る
や
互
に
其
真
相
に
相
触
れ
ざ
る
に
於
て
生
ず
。
小
に
し
て
は
個
人
、
大
に
し
て
は
国
家
、
皆
然
り
。
而
し
て
日
支
両
国
は
一
棗
帯
水
に
位
し
、
然
も
尚
、
相
確
執
す
る
や
久
し
。
即
ち
両
国
相
互
間
の
諒
解
を
失
ふ
に
帰
因
す
る
事
大
な
り
。
是
れ
吾
人
の
最
も
痛
嘆
お
く
能
は
ざ
る
所
な
り
。
さ
れ
ば
茲
に
桃
義
会
な
る
も
の
を
組
織
し
、
日
支
両
国
人
の
志
を
共
に
す
る
者
相
集
り
、
互
に
其
真
情
を
披
瀝
し
親
善
の
実
績
を
収
め
ん
事
を
期
す
。（
中
略
）
今
回
宋
代
奇
譚
鴛
鴦
譜
を
試
訳
す
る
に
当
り
て
は
、
華
人
許
問
蓉
氏
の
助
力
を
得
、
尚
日
人
萍
水
氏
の
麗
筆
を
煩
わ
し
た
る
事
を
両
氏
に
深
く
謝
す
。
尚
又
、
有
名
な
る
華
人
蒋
作
新
氏
よ
り
序
文
及
び
詩
賦
を
贈
ら
れ
て
巻
頭
に
光
彩
を
添
へ
る
の
光
栄
を
荷
ひ
し
は
、
同
氏
に
対
し
感
銘
深
謝
す
る
次
第
な
り
。
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
桃
義
会
は
日
中
親
善
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
古
代
の
文
化
風
習
を
研
究
す
る
べ
く
宋
代
の
奇
譚
・
鴛
鴦
譜
を
試
訳
し
た
と
あ
り
「
今
回
宋
代
奇
譚
鴛
鴦
譜
を
試
訳
す
る
に
当
り
て
は
、
華
人
許きょ
問もん
蓉よう
氏
の
助
力
を
得
」
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
桃
義
会
構
成
員
で
あ
る
中
国
人
許
問
蓉
氏
の
「
解
題
」
に
は
、甲
子
（
一
九
二
四
年
）
の
春
に
「
嗣
於
小
説
今
古
竒
觀
中
、
見
有
喬
太
守
亂
点
鴛
鴦
譜
一
節
、
…
…
因
由
茜
花
氏
譯
爲
日
文
、
且
加
萍
水
氏
潤
以
詞
飾
、遂
成
一
完
美
之
小
説
。」
と
あ
り
、小
説
『
今
古
竒
觀
』
の
中
に
「
喬
太
守
亂
点
鴛
鴦
譜
（
巻
二
八
）」
を
見
つ
け
、
茜せん
花か
氏
が
翻
訳
を
、
萍へい
水すい
氏
が
そ
れ
に
潤
色
を
加
え
た
と
あ
り
、
原
文
翻
訳
は
日
本
人
の
茜
花
氏
が
担
当
し
、
そ
れ
に
中
国
人
の
許
問
蓉
氏
が
助
力
し
、
最
終
的
に
は
萍
水
氏
が
加
筆
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
桃
義
会
が
翻
訳
を
手
が
け
た
当
時
（
一
九
二
四
）
は
、
白
話
語
彙
の
研
究
や
専
門
辞
書
等
の
工
具
書
は
殆
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
桃
義
会
に
よ
る
翻
訳
の
時
期
に
は
、「
三
言
」
所
収
編
の
翻
訳
が
南
京
や
上
海
で
作
ら
れ
た
の
も
、
中
国
人
と
の
協
力
が
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
し
て
や
宇
佐
美
延
枝
の
「
唐
伯
虎
」
の
掲
載
時
は
、桃
義
会
の
翻
訳
か
ら
更
に
二
〇
年
以
上
遡
る
。
そ
の
た
め
延
枝
個
人
の
努
力
で
は
克
服
出
来
な
い
語
学
上
の
壁
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
当
時
難
解
な
翻
訳
を
手
掛
け
ら
れ
た
の
は
、
語
学
的
な
知
識
を
得
て
い
た
彌
平
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ　
本
稿
は
、
白
話
小
説
の
受
容
調
査
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
①
宇
佐
美
延
枝
に
よ
る
「
唐
伯
虎
」
の
翻
訳
状
況
と
、
②
難
解
な
白
話
小
説
翻
訳
を
可
能
な
ら
し
め
た
金
子
彌
平
の
存
在
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
先
行
研
究
の
欠
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
Ⅱ　
延
枝
の
翻
訳
「
唐
伯
虎
」
は
、「
三
言
」
所
収
篇
（『
警
世
通
言
』
巻
二
六
「
唐
解
元
一
笑
姻
緣
」）
の
翻
訳
で
あ
る
。
延
枝
は
『
抱
甕
文
庫　
第
壱
篇
』
の
刊
行
（
一
八
九
八
年
六
月
）
以
後
の
続
編
刊
行
に
向
け
て
八
篇
の
翻
訳
が
完
了
64（35）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
八
号
し
て
い
た
が
、
現
時
点
の
調
査
で
は
続
編
刊
行
は
確
認
で
き
な
い
。
恐
ら
く
は
出
版
用
に
準
備
し
て
い
た
翻
訳
の
一
篇
が
『
讀
賣
新
聞
』
紙
上
の
「
花
仙
」
連
載（
一
八
九
八
年
七
月
）と
な
り
、「
女
秀
才
」（
一
八
九
九
年
一
月
）及
び「
唐
伯
虎
」（
一
八
九
九
年
一
〇
月
）
二
篇
が
『
文
藝
倶
樂
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
論
で
き
る
。
Ⅲ　
延
枝
に
よ
る
「
唐
伯
虎
」
の
翻
訳
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
中
に
は
難
解
な
箇
所
、
特
殊
な
語
彙
に
対
応
で
き
て
い
な
い
箇
所
や
、
訳
者
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
も
確
認
さ
れ
た
が
、
概
ね
原
文
に
即
し
忠
実
を
旨
と
し
て
い
た
。
ま
た
彼
女
が
翻
訳
し
た
篇
は
先
行
す
る
満
足
な
翻
訳
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
使
用
テ
キ
ス
ト
が
標
点
な
し
の
影
印
本
で
あ
っ
た
と
い
う
劣
悪
な
環
境
下
で
行
わ
れ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
女
の
翻
訳
水
準
は
刮
目
に
値
す
る
と
言
え
る
。
Ⅳ　
延
枝
の
夫
で
あ
る
金
子
彌
平
は
、
通
辯
（
通
訳
）
見
習
い
と
し
て
渡
航
し
て
い
る
点
か
ら
、
中
国
語
を
解
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
彼
に
よ
る
中
国
各
地
で
の
活
躍
は
、
ア
ジ
ア
が
一
丸
と
な
っ
て
欧
米
列
強
の
支
配
に
立
ち
向
か
お
う
と
い
う
ア
ジ
ア
主
義
的
心
性
に
依
拠
し
て
い
た
。
Ⅴ　
彌
平
は
ア
ジ
ア
主
義
的
心
性
を
共
有
す
る
中
村
正
直
と
交
流
を
有
し
た
が
、
中
村
は
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
け
る
宇
佐
美
の
師
で
あ
り
、
彌
平
と
延
枝
を
結
び
つ
け
た
の
は
中
村
の
可
能
性
が
高
い
。
中
国
語
・
中
国
文
学
に
対
す
る
該
博
な
知
識
を
有
す
る
彌
平
と
の
夫
婦
生
活
は
、
延
枝
の
訳
業
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
る
。
Ⅵ　
彌
平
の
協
力
に
よ
る
延
枝
の
翻
訳
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
中
国
人
の
許
問
蓉
氏
が
助
力
し
た
桃
義
会
の
翻
訳
『
鴛
鴦
譜
』（
一
九
二
四
）
と
い
う
手
法
と
類
似
す
る
。
延
枝
個
人
の
努
力
で
は
克
服
出
来
な
い
語
学
上
の
壁
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
当
時
難
解
な
翻
訳
を
手
掛
け
ら
れ
た
の
は
、
語
学
的
な
知
識
を
得
て
い
た
彌
平
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
【
一
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
）、
同
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
―
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
と
し
て
」
（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
）、
同
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て
―
『
支
那
文
學
大
観
』
の
事
例
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
）、
同
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に
お
け
る
翻
訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て
―
佐
藤
春
夫
の
『
百
花
村
物
語
』
を
中
心
と
し
て
」（『
池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
叢
』
燎
原
書
店
、
二
〇
〇
八
）、
同
「
支
那
に
浸
る
人
―
井
上
紅
梅
が
描
い
た
日
中
文
化
交
流
」（『
か
ら
船
往
来
―
日
本
を
育
て
た
ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
―
』
中
国
書
店
、二
〇
〇
九
）、同
「
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
を
「
訓
読
」
か
ら
考
え
る
―
近
代
日
本
に
お
け
る
白
話
小
説
の
文
体
」（『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
）
参
照
。
【
二
】『
國
柱
新
聞
』
大
正
四
年
一
一
月
二
一
日
　
　
　
金
子
東
山
居
士
の
夫
人
延
枝
子
女
史
逝
く
　
　
　
憂
國
の
志
士
と
し
て
東
亞
問
題
特
に
支
那
問
題
に
關
し
昔
年
志
を
い
た
せ
る
東
山
金
子
彌
平
氏
は
、
一
た
び
吾
主
筆
先
生
の
人
格
主
張
に
敬
仰
し
て
已
來
憂
國
の
至
誠
を
こ
こ
に
注
ぎ
、
外
は
氏
が
朝
野
の
交
友
閒
に
國
柱
主
義
の
宣
傳
を
つ
と
め
、
内
は
外
護
の
衝
に
あ
た
り
つ
つ
あ
り
し
が
、
内
助
の
功
多
か
り
し
夫
人
今
囘
多
く
の
子
女
を
の
こ
し
て
先
だ
た
る
、
氏
の
哀
悼
お
も
ふ
べ
き
な
り
、
夫
人
は
曾
て
一
家
を
あ
げ
て
我
が
第
二
囘
夏
講
會
に
參
會
し
、
正
法
の
法
筵
に
つ
ら
な
り
、
良
人
の
志
に
し
て
益
々
光
あ
ら
し
め
ん
と
期
せ
ら
れ
し
も
の
の
如
く
、
主
筆
先
生
指
導
の
下
に
女
學
校
經
營
の
希
望
も
あ
り
た
り
と
聞
く
、
病
臥
一
年
先
頃
吾
主
筆
先
生
入
京
の
時
、
親
し
く
病
褥
に
慰
藉
の
御
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代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
詞
あ
り
遠
か
ら
ず
三
保
ま
た
は
伊
東
に
身
心
の
靈
養
を
は
か
る
べ
く
樂
し
み
待
ち
つ
つ
あ
り
し
由
な
る
に
忽
然
と
し
て
逝
か
る
、
悼
む
べ
き
哉
併
し
な
が
ら
夫
人
の
如
き
女
子
の
本
分
を
既
に
つ
く
せ
る
に
近
き
歟
。
　
　
　
十
月
十
九
日
夫
人
の
正
式
葬
儀
を
最
勝
閣
正
境
寶
殿
の
御
前
に
擧
ぐ
、
式
長
瀧
智
大
居
士
、
式
監
高
知
尾
智
耀
居
士
、
助
式
式
員
等
、
閣
員
及
び
淸
見
局
靜
岡
局
の
會
員
有
志
諸
君
に
よ
り
て
奉
行
し
、
夫
人
が
曾
て
聞
法
合
掌
の
勝
地
、
良
人
が
精
神
を
捧
げ
つ
つ
あ
る
道
場
に
於
て
、
い
と
嚴
正
莊
嚴
に
式
を
擧
げ
ら
る
、
參
列
者
は
氏
の
一
族
京
都
よ
り
來
ら
れ
し
外
に
東
京
靜
岡
よ
り
も
會
葬
數
十
名
、
熊
本
縣
知
事
川
上
氏
夫
人
も
親
戚
總
代
と
し
て
燒
香
せ
ら
れ
ぬ
。
左
に
弔
詞
の
一
二
及
び
夫
人
の
畧
歷
を
揭
げ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
畧
）
　
　
　
　
弔
詞
　
　
　
噫
、
金
子
延
枝
令
夫
人
逝
キ
タ
マ
ヒ
ヌ
令
夫
人
ハ
和
歌
山
藩
士
宇
佐
美
家
の
出
ナ
リ
夙
ニ
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
ニ
學
ビ
學
業
秀
拔
の
譽
高
ク
校
庭
ノ
華
ト
唄
ハ
レ
玉
ヒ
タ
リ
キ
學
卒
ヘ
東
山
金
子 
彌
平
先
生
ニ
配
セ
ラ
ル
ル
ヤ
貞
淑
溫
良
仁
雅
ノ
譽
一
門
ニ
高
カ
リ
シ
ガ
計
ラ
ザ
リ
キ
宿
痾
遽
に
發
シ
四
周
愛
惜
ノ
裡
溘
焉
ト
シ
テ
茲
ニ
逝
キ
タ
マ
ヘ
リ
惟
フ
ニ
令
夫
人
ノ
一
生
ハ
華
ナ
リ
學
業
ニ
イ
ソ
シ
ミ
玉
ヒ
シ
ト
キ
ハ
未
開
の
圓
滿
の
慈
母
ト
シ
テ
家
庭
ニ
ア
リ
シ
時
ハ
滿
開
の
華
ナ
リ
而
シ
テ
臨
終
正
念
ヲ
遂
ゲ
タ
ル
ハ
落
華
ノ
繽
粉
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
令
夫
人
ハ
溘
焉
ト
シ
テ
太
寂
ニ
還
歸
シ
自
受
法
樂
ノ
境
ニ
入
リ
玉
ヘ
ル
モ
玲
瓏
タ
ル
音
容
慈
仁
博
愛
ノ
心
靈
ハ
炳
ト
シ
テ
吾
等
ノ
周
邊
に
在
リ
（
葬
儀
參
列
者
總
代　
村
井
政
次
郞
敬
白
）
【
三
】『
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
一
覽. 
（
明
治
二
五
―
二
八
年
）』（
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
、
一
九
一
二
）「
明
治
十
三
年
七
月
卒
業
（
小
學
師
範
學
科
）」
七
八
頁
参
照
。
【
四
】
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』（
博
公
書
院
、
一
八
八
三
）
一
四
一
頁
参
照
。
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』（
博
公
書
院
、
一
八
八
四
）
一
四
五
頁
参
照
。
【
五
】
な
お
宮
武
外
骨
『
府
藩
県
制
史
』（
一
九
四
一
）
に
は
、
明
治
一
五
年
に
金
沢
女
子
師
範
學
校
教
員
に
「
宇
佐
美
延
枝
子
」
な
る
女
性
も
確
認
で
き
、
小
学
校
訓
導
赴
任
以
前
の
一
時
期
宇
佐
美
が
金
沢
女
子
師
範
教
員
に
在
籍
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、
付
言
し
て
お
く
。
【
六
】
宇
佐
美
延
枝　
菊
の
屋
女
史
訳
述
『
抱
甕
文
庫　
第
壱
篇
』（
哲
學
書
院
、
一
八
九
八
）
七
頁
参
照
。
【
七
】
鹽
谷
温
「
明
代
の
通
俗
短
篇
小
説
」（『
改
造
』
第
八
巻
第
八
号
、一
九
二
六
）、な
お
『
警
世
通
言
』
の
発
見
は
、
長
澤
規
矩
也
「
再
び
伝
奇
四
十
種
と
舶
載
書
目
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
斯
文
』
八
編
八
号
、
一
九
二
六
）
五
一
頁
参
照
。
【
八
】
小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』（
新
典
社
、
一
九
八
一
）
一
三
六
〜
一
三
七
頁
参
照
。
【
九
】
①
咸
豐
八
年
刊
『
繍
像
今
古
竒
觀
（
慶
雲
樓
、
一
八
五
八
）、
②
同
治
六
年
刊
『
繪
圖
今
古
竒
觀
』（
出
版
者
不
明
、
一
八
六
八
）、
③
光
緒
二
一
年
刊
『
繪
圖
今
古
竒
觀
』（
上
海
書
局
、
一
八
九
五
）、
④
光
緒
一
四
年
序
『
新
繪
今
古
竒
觀
圖
詠
』（
出
版
者
不
明
、
一
八
八
八
）
参
照
。
【
一
〇
】
許
嘯
天
句
讀
『
今
古
竒
觀 : 
新
式
標
點
』（
羣
學
社
、
一
九
二
三
）、
大
東
書
局
編
輯
所
標
點
『
今
古
竒
觀 : 
新
式
標
點
』（
大
東
書
局
、
一
九
二
五
）、
抱
恨
生
標
點
『
今
古
竒
觀 : 
新
式
標
點
』（
新
文
化
書
社
、
一
九
二
六
）
参
照
。
【
一
一
】
佐
藤
春
夫
「
上
々
吉
」（『
苦
樂
』
五
巻
七
〜
一
〇
号
、
一
九
二
六
）
参
照
。
【
一
二
】
鈴
木
眞
海
『
鴛
鴦
譜
（
外
三
種
）』（
支
那
文
献
刊
行
會
、
一
九
二
五
）
参
照
。
【
一
三
】
吉
川
幸
次
郎
「
あ
と
が
き
」『
西
山
一
窟
鬼
―
京
本
通
俗
小
説
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
六
）
二
四
三
〜
二
四
四
頁
参
照
。
【
一
四
】
吉
川
氏
前
掲
『
西
山
一
窟
鬼
』
二
四
七
頁
参
照
。
【
一
五
】
石
山
福
治
『
支
那
語
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、一
九
〇
五
）、同
氏
『
日
漢
辞
彙
』（
南
江
堂
書
店
、
一
九
〇
八
）、
同
氏
『
支
那
語
大
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
一
四
）
同
書
『
再
補
版
』
石
山
福
治
『
日
支
大
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
一
七
）、
同
氏
『
最
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東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
八
号
新
支
那
語
大
辞
典
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
五
）
参
照
。
【
一
六
】
井
上
翠
『
井
上
支
那
語
辭
典
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
二
八
）
参
照
。
【
一
七
】
竹
田
復
『
支
那
語
新
辭
典
』（
博
文
館
、
一
九
四
一
）
参
照
。
【
一
八
】
拙
稿
「
金
子
彌
平
―
あ
る
『
明
治
人
』
の
軌
跡
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刻
第
四
二
号
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。
【
一
九
】
盛
岡
藩
士
・
照
井
全
秀
（
小
兵
）
の
子
。
父
が
俸
禄
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
貧
苦
の
中
で
四
書
や
『
荀
子
』・『
荘
子
』・『
左
伝
』・『
国
語
』
な
ど
を
独
学
。
長
じ
て
中
島
豫
齋
・
古
澤
温
齋
に
師
事
し
、後
に
藩
校
・
明
義
堂
（
後
の
作
人
館
）
の
助
教
と
な
っ
た
。
著
作
に
、『
論
語
解
』
や
『
荘
子
解
』
な
ど
。
そ
の
学
風
は
、
東
条
一
堂
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
人
間
の
本
質
を
「
交
リ
」
＝
「
互
ニ
厄
介
ス
ル
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
「
人
ヲ
服
ス
ル
」
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
示
す
独
自
の
も
の
で
、
清
末
の
儒
者
で
中
国
革
命
運
動
に
も
関
与
し
た
章
炳
燐
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
中
村
安
広
「
盛
岡
藩
儒
、
照
井
一
宅
と
江
帾
五
郎
の
思
想
」（『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
―
吉
田
公
平
教
授
退
休
紀
年
論
集
』
研
文
書
院
、
二
〇
一
三
）、
高
野
淳
一
「
照
井
一
宅
『
荘
子
解
』
再
考
―
盛
岡
藩
の
学
問
」（『
岩
手
県
立
盛
岡
短
期
大
学
部
研
究
論
集
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
六
）
な
ど
に
詳
し
い
。
【
二
〇
】
福
澤
は
「
金
子
彌
平
宛
書
翰
集
序
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
（
第
一
九
巻
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
）
七
七
四
頁
に
「
其
の
来
る
や
他
人
の
紹
介
あ
る
に
非
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
【
二
一
】
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
（
第
一
巻
）』（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
）
六
〇
二
頁
参
照
。
【
二
二
】
村
上
繁
次
郎
『
岩
手
縣
國
会
議
員
列
傳
』（
哲
進
堂
、
一
八
八
九
）
一
七
頁
参
照
。
【
二
三
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
）
二
〇
二
頁
参
照
。
【
二
四
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
）
一
〇
九
頁
参
照
。
【
二
五
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
）
一
〇
九
頁
参
照
。
【
二
六
】
黑
龍
會
『
東
亞
先
覺
志
士
記
傳
』（
原
書
房
、
一
九
六
六
）
二
三
五
〜
二
三
六
頁
。
【
二
七
】「
道
聽
途
説
」『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
附
録
（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
九
）
二
二
九
頁
。
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』（
博
公
書
院
、
一
八
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
三
年
二
月
を
最
後
に
「
通
弁
見
習
」
の
項
か
ら
「
岩
手 
金
子
彌
兵
衞
」
の
名
が
消
え
て
い
る
。
【
二
八
】「
興
亞
会
創
立
ノ
歴
史
」（『
興
亞
公
報
』
第
一
輯
、
明
治
一
三
年
三
月
二
四
日
）
四
頁
参
照
。
【
二
九
】「
渡
邊
洪
基
演
説
」（『
興
亞
公
報
』
第
一
輯
、
明
治
一
三
年
三
月
二
四
日
）
七
〜
八
頁
参
照
。
【
三
〇
】「
渡
邊
洪
基
演
説
」（『
興
亞
公
報
』
第
一
輯
、
明
治
一
三
年
三
月
二
四
日
）
九
〜
一
〇
頁
参
照
。
【
三
一
】「
雜
件
」『
興
亞
會
報
告（
第
二
集
）』（
明
治
一
三
年
四
月
一
日
）二
一
〜
二
三
頁
参
照
。
【
三
二
】
鱒
沢
彰
夫
「
興
亜
会
の
中
国
語
教
育
」『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
（
第
一
巻
）』（
不
二
出
版
、
一
九
九
三
）
二
八
頁
参
照
。
【
三
三
】『
慶
應
義
塾
百
年
史
（
上
巻
）』（
慶
応
通
信
、
一
九
五
八
）
五
九
三
頁
参
照
。
【
三
四
】
張
滋
昉
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
王
宝
平
「
明
治
時
代
に
来
日
し
た
文
人
張
滋
昉
の
基
礎
的
研
究
」（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。
【
三
五
】
こ
れ
ら
二
篇
の
論
考
は
『
亞
細
亞
洲
史
論
略
』（
全
四
巻
）
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
同
書
は
現
存
し
て
い
な
い
。
【
三
六
】
金
子
彌
平
「
亞
細
亞
洲
總
論
論
説
」（『
興
亞
會
報
告
』
第
二
集
、
明
治
一
三
年
四
月
一
日
）
一
一
〜
一
三
頁
参
照
。
【
三
七
】
金
子
彌
平
「
亞
細
亞
洲
誌
論
畧
日
本
條
下
論
説
」（『
興
亞
會
報
告
』
第
三
集
、
明
治
一
三
年
四
月
二
一
日
）
一
〇
〜
一
二
頁
参
照
。
【
三
八
】
狭
間
直
樹
「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
に
関
す
る
史
的
考
察
（
４
）・
興
亜
会
に
つ
い
て
（
続
）
―
中
国
側
の
反
応
」（『
東
亜
』
二
〇
〇
一
年
一
一
月
号
）
八
四
頁
参
照
。
【
三
九
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、一
九
六
九
）
一
四
六
四
頁
参
照
。
【
四
〇
】
拙
稿
「
金
子
彌
平
―
興
亜
の
先
駆
者
③
」（『
維
新
と
興
亜
』
創
刊
号
、
（38）61
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
二
〇
一
九
）
一
四
九
頁
参
照
。
【
四
一
】
黒
木
彬
文
「
興
亜
会
の
ア
ジ
ア
主
義
」（『
法
政
研
究
』
第
七
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
五
）
六
二
二
〜
六
二
三
頁
参
照
。
【
四
二
】
金
子
彌
兵
衛
編
『
支
那
總
説
（
巻
之
一
〜
巻
之
三
）』（
慶
応
義
塾
出
版
社
、
一
八
八
一
）。
同
氏
『
支
那
總
説
（
巻
之
一
〜
巻
之
六
）』（
中
近
堂
、
一
八
八
一
〜
一
八
八
三
）
参
照
。
【
四
三
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
）
二
〇
二
頁
参
照
。
【
四
四
】
黑
龍
會
『
東
亞
先
覺
志
士
記
傳
』（
原
書
房
、
一
九
六
六
）
二
三
六
頁
参
照
。
【
四
五
】
中
村
正
直
「
支
那
總
説
序
」（
金
子
彌
平
著
『
支
那
總
説
（
巻
之
一
）』
中
近
堂
、
一
八
八
一
）
／
同
氏
『
敬
宇
全
集
』
巻
九
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
三
）
一
三
丁
〜
一
四
丁
参
照
。
【
四
六
】
中
村
正
直
の
中
国
観
に
つ
い
て
は
、
薄
培
林
「
中
村
敬
宇
と
近
代
中
国
」（『
比
較
文
学
』
第
四
三
巻
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。
【
四
七
】
明
治
六
大
教
育
家
は
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
「
近
世
の
教
育
に
功
績
あ
る
故
教
育
家
の
代
表
者
」（
辻
新
次
「
全
國
教
育
者
大
集
會
開
會
の
辞
」（『
帝
國
教
育
会
沿
革
志
』
帝
國
教
育
会
、
一
九
〇
八
）
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁
）
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
六
名
の
教
育
家
を
指
す
呼
称
。
全
國
教
育
者
大
集
会
編
『
帝
國
六
大
教
育
家 : 
附
名
家
叢
談
』（
博
文
館
、
一
九
〇
七
）
参
照
。
【
四
八
】
中
村
正
直
『
原
名
自
助
論 : 
西
國
立
志
編
』（
一
書
堂
書
店
、
一
九
二
四
）
参
照
。
【
四
九
】
同
誌
を
巡
っ
て
は
、
秋
山
勇
造
「
中
村
敬
宇
の
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』」（
神
奈
川
大
学
『
人
文
研
究
』
第
一
五
三
集
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。
【
五
〇
】
小
川
澄
江
「
中
村
正
直
に
お
け
る
女
子
教
育
の
奨
励
と
実
践
」（『
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
紀
要
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
四
）
七
七
頁
参
照
。
【
五
一
】
東
亞
同
文
會
『
對
支
囘
顧
録
（
下
巻
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
）
二
〇
二
頁
参
照
。
【
五
二
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
研
究
―
彼
の
生
涯
と
受
容
史
か
ら
見
た
そ
の
業
績
を
中
心
と
し
て
」（『
小
説
・
芸
能
か
ら
見
た
海
域
交
流
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。
【
五
三
】
拙
稿
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
事
例
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。
【
五
四
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
の
受
容
に
つ
い
て 
―
新
た
に
発
見
さ
れ
た
松
井
等
の
事
例
（1922
）
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
』
二
〇
号
、
二
〇
一
四
）
参
照
。
【
五
五
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
に
よ
る
『
今
古
奇
観
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
―
『
日
刊
支
那
事
情
』
紙
上
に
お
け
る
連
載
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
六
号
、
二
〇
一
八
）
参
照
。
【
五
六
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
―
新
た
に
発
見
さ
れ
た
桃
義
会
（1924
）
の
翻
訳
事
例
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
〇
号
、
二
〇
一
二
）
参
照
。
【
五
七
】
井
上
紅
梅
『
支
那
ニ
浸
ル
人
』（
日
本
堂
書
店
、
一
九
二
四
）
一
四
八
頁
参
照
。
【
五
八
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
―
新
た
に
発
見
さ
れ
た
桃
義
会
（1924
）
の
翻
訳
事
例
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
〇
号
、
二
〇
一
二
）
参
照
。
（
附
記
）　
本
論
文
は
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
民
間
の
視
座
を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
の
受
容
と
自
国
化
の
研
究
―
受
容
文
化
の
多
角
的
考
察
を
目
指
し
て
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
謝
辞
）　
本
稿
作
成
に
お
い
て
筆
者
は
、
里
見
日
本
文
化
学
研
究
所
所
長
金
子
宗
德
氏
か
ら
多
大
な
示
教
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
金
子
氏
の
示
教
が
な
け
れ
ば
本
稿
の
完
成
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
金
子
宗
德
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
